
◎7 月 12 日（日）第 3106 回例会

単独例会/摩耶山地・その１

「静かな地獄谷に涼気を求めて」

保久良支部 曽谷 睦

写真協力/旗振支部 勝田 徹

コロナウィルスによる影響で、ヒヨコの例

会も2月23日の「ヒヨコ３分割・その２」以

降、全て中止になっていた。6 月 28 日より再

開予定も、今年の梅雨は例年になく雨が多く、

再開１回目は早朝より雨で、川の増水による

危険回避のため中止になった。その後も雨の

日が多く各地で豪雨による被害が発生し、７

月８日には神戸市にも大雨警報・洪水警報が

発令された。九州地方では、災害により亡く

なられた方や被災された方が多く、ご冥福及

びお見舞い申し上げます。

久しぶりの例会集合風景・・新神戸にて

さて、そんな中 12 日は雨も上がり朝から曇

り空。今日は久しぶりの山登り。いつもは集

合時間ギリギリの私も、気がはやり７時に家

を出て７時 30 分に三宮駅。そこから歩いて新

神戸駅に向かったが、ゆっくり歩いても８時

前に着きそうで誰も居ないのではとの不安を

抱きながら新神戸駅到着。【失礼いたしまし

た】吉野会長ほか既に５名ほど居られました。

検温 OK！

先ずは、コロナ対策で検温（36.2℃でホッと

一息）。全員マスク着用。8 時 30 分の集合時

間には、33 名が集まりました。

マスクのフアッション ショー?

吉野会長による朝礼でスタート。今回のコー

スは、摩耶山地・その１「静かな地獄谷に涼

気を求めて」の予定でありましたが、豪雨に

よる山道の荒れや増水による渡渉不可などの

懸念（我々の久しぶりの登山による体力の心

配⁉）があり、会長より「地獄谷に行きたい方

手を上げて」の一声に誰一人として手は上が

らずコース変更に決定。新神戸駅～車道～ハ

ーブ園入口～ハーブ園東尾根～縦走路出合～

稲妻坂～555P（学校林道出合）～摩耶山に変

更。

コロナ対策で注意点は、2班に分かれ間隔を空

けて歩く。

いざスタート。布引の見晴らし台までは、

通常であれば新神戸駅の裏から上がるのであ

るが、今日は他の団体や個人が多く登ること

が懸念され、東側から車道を経て登った。2班

に分かれて間隔をあけて歩く注意点も、久し

ぶりの再会による喜びから会話も弾みすっか

り忘れ密になってしまい、ちょこっと心配し

ながらも山登りは楽しい！

見晴らし台で休憩し、ハーブ園の入口から

園内のトイレ前で休憩。ここまでは、順調に



登山。トイレ前休憩から登山道へ入ると、こ

こから急

ハーブ園東尾根から先の高圧線下にて

な階段があり少々ペースダウン。ハーブ園山

頂駅横を抜けて縦走路出合に到着。思ったほ

ど疲れはなく一息いれた。ここから稲妻坂を

登り学校林道出合（標高 555m）に到着。摩

耶山頂が 702ｍなので残り 145ｍ。

もう少しと思ったが、ここが落とし穴。六甲

山全山縦走で歩いたのにすっかり忘れていま

した。朝の会長の説明でもあったではない

か！六甲山特有の南北に地層があると…。こ

こから一旦下り標高約 400ｍに戻るのである。

縦走路出合で残り半分と言ってしまった。聞

いていた人ごめんなさい。学校林道出合で約

半分です。途中、日も差しましたが、涼しい

風も吹いていました。

学校林道出合/ネット画像参考

学校林道で休憩後、再度スタート。下りを

経て岩場の登りに入る。ペースが落ち後続の

別グループに道を譲りながら(休憩できてほっ

とする)前進。そして看板のある尾根に出たが、

ここは騙されない。まだ頂上ではないと記憶

している。平坦な道の後にまた上りがあるの

を覚えているので、大丈夫。岩場に再度入り

最後は階段。これが結構辛い。途中でショー

トカットし電波塔のある頂上に着いた。途中

お腹が空いてグーと鳴ったが、時間は 12 時を

過ぎていた。腹時計は、結構正確です⁉

素敵なテラスで昼食を！（絵になるね～！）

さて、恒例の保久良亭昼食タイム。おにぎ

りにサンドイッチ。ゆで卵、枝豆、とんか

つ・・・・覚えきれないほどのお姉さま方の

お料理を堪能しました。

摩耶自然観察園にて/上・コウホネ

下・ヤマアジサイ



梅雨の晴れ間をもたらしてくれたのはどなた？

昼食後、再スタート。植物観察に行く予定で

したが、私はお腹が催してきたのと水分がな

かったので掬星台へ直行。出すもの出して、

水分購入し植物観察に行かれた方を待ち、い

ざ下山へ。

下山は皆さん、にこにこ顔で～す！

旧天上寺のあった摩耶史跡公園までは、いか

にも摩耶山らしい歴史を感じる大きな石畳を

降ります。このあたりのスギの大木は、いっ

たい何年の時を経ているのでしょう？

青谷道の下山は、曇り空の中、風がない。

汗がまた噴き出る。一部水の流れているとこ

ろもあり、滑らないように要注意（今年も結

構下りで滑って扱けてます）。会話も弾みま

すが、休憩なし。大瀧院岩屋滝でやっと涼が

とれホッとし、青谷道登山口をへて妙光院前

に到着。

水量が多く涼しかった亀の滝堰堤

登りで数名の脱落者もでましたが、無事下山

となりました。皆さん、コロナで待機中もこ

そっと鍛えられていたようで、健脚でした。

コロナの 2 次感染の懸念もありますが、夜の

街は避けてヒヨコの例会ができるように頑張

りましょう。



馬頭観音の駐車場にてフイナーレ！

では、再見。

天 候 曇り時々晴れ

参加者 34 名（内当会員 33 名）


